
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
の

皆
さ
ん
に
は
、
今
年
度
の
保

険
料
の
請
求
書
が
、
届
い
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
毎
年

の
こ
と
な
が
ら
、
な
ぜ
一
体

こ
ん
な
に
高
い
の
か
。
今
号

は
国
保
特
集
で
す
。

※

※

市
国
保
は
黒
字

右
下
グ
ラ
フ
の
通
り
、
こ

の
６
年
間
、
ず
っ
と
単
年
度

黒
字
が
続
き
（
折
れ
線
グ
ラ

フ

）
、

そ

の

た

め

、

一

時

は

赤
字
が
百
億
円
以
上
あ
っ
た

累
積
収
支
（
棒
グ
ラ
フ
）
も

遂
に
黒
字
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
そ
れ
で
な

く
と
も
高
す
ぎ
る
保
険
料
の

引
き
下
げ
を
、
と
求
め
て
い

ま
す
。
一
年
毎
で
は
ず
っ
と

黒
字
で
す
し
、
過
去
の
赤
字

は
市
民
の
責
任
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
赤
字
も
解
消
さ

れ
ま
し
た
。

※

※

国
保
行
政
の
特
徴

◎
本
来
、
国
民
市
民
の
命
と

健
康
を
守
る
の
は
政
治
の
責

任
。

◎
然
る
に
、
国
保
へ
の
国
負

担
割
合
は
減
ら
さ
れ
る
一
方

で
、
市
も
、
被
保
険
者
同
士

で
助
け
合
え
と
、
責
任
を
十

分
果
た
さ
ず
。

◎
高
す
ぎ
て
、
払
い
た
く
て

も
払
え
な
い
人
に
、
差
し
押

さ
え
を
強
行
、
ま
た
正
規
の

保
険
証
を
渡
さ
ず
、
市
民
か

ら
医
療
を
奪
う
。

◎
窓
口
負
担
の
減
免
制
度
も

改
悪
。
入
口
（
保
険
料
）
で

も
出
口
（
窓
口
負
担
）
で
も

負
担
増
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
。

◎
医
療
全
般
で
は
、
保
険
の

き
か
な
い
部
分
の
拡
大
、
ベ

国
保
ミ
ニ
パ
ン
フ
。
保
険
料

の
仕
組
み
な
ど
解
説
。
必
要

な
方
は
お
気
軽
に
井
上
議
員

ま
で
。
す
ぐ
お
届
け
し
ま
す
。

ッ
ド
を
減
ら
す
な
ど
医
療
提

供
体
制
の
縮
小
、
等
々
。

◎
年
金
も
介
護
も
、
保
険
料

引
き
上
げ
の
一
方
で
、
受
け

取
る
年
金
は
値
下
げ
、
必
要

で
十
分
な
介
護
が
受
け
ら
れ

な
い
な
ど
、
踏
ん
だ
り
蹴
っ

た
り
、
や
ら
ず
ぶ
っ
た
く
り
。

い
じ
め
防
止
対
策
条
例
素
案

に
つ
い
て
市
民
意
見
募
集
中

市
教
委
は
「
規
範
意
識
を

育
む
」
な
ど
と
言
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
で
い
じ
め
を
な
く

せ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
市
民

意
見
募
集
中
で
す
。
７
月
２

日
ま
で
。
素
案
や
応
募
用
紙

等
、
詳
細
は
井
上
議
員
ま
で
。
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６月１４日、左京区岡崎のみやこメッセにて日本共

産党演説会。志位和夫委員長が訴え。先日の、東京で

の同様の話の内容をＤＶＤにしたものを大好評普及中

です。京都でお聞きになられた方も、是非ご覧下さい。

高すぎる

国民健康保険料の引き下げを
国民・市民の

命と健康を守ろう

折れ線グラフは単年度（その年度の）収支でＨ２０年以

降、毎年黒字。棒グラフは累積収支（赤字や黒字を次年度

に繰り越す）で、遂に今年度、黒字になりました。

来
春
は
市
会
議
員
選
挙
。
二
人
で

お

世

話

に

な

り

ま

す

。

西

部
で

は

森

田

由

美

子

さ

ん

を

よ

ろ

し

く

。




